
(57)【要約】

【課題】臀部付近から加わる局所的に大きな荷重に対し

て，大きな反発力が生じることを防止することができる

クッション体を提供すること。

【解決手段】クッション体１は，着座者の大腿部付近か

らの荷重を受ける第１中央部１１と，着座者の臀部付近

からの荷重を受ける第２中央部１２とを有しており，第

２中央部１２の表面側には表層部１５が配設されている

。表層部１５は，第１中央部１１の表面１１１よりも突

出しており，第１中央部１１及び第２中央部１２を構成

する発泡ウレタンよりも反発弾性が小さいと共にヒステ

リシスロス及び戻り時間が大きい発泡ウレタンよりなる

。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
発 泡 ウ レ タ ン よ り な る 乗 物 シ ー ト 用 の ク ッ シ ョ ン 体 で あ っ て ，
該 ク ッ シ ョ ン 体 は ， 着 座 者 の 大 腿 部 付 近 か ら の 荷 重 を 受 け る 第 １ 中 央 部 と ， 着 座 者 の 臀 部
付 近 か ら の 荷 重 を 受 け る 第 ２ 中 央 部 と を 有 し て い る と 共 に ， 該 第 ２ 中 央 部 の 表 面 側 に は 表
層 部 が 配 設 さ れ て お り ，
該 表 層 部 は ， 上 記 第 １ 中 央 部 の 表 面 よ り も 突 出 し て お り ， か つ 上 記 第 １ 中 央 部 及 び 上 記 第
２ 中 央 部 を 構 成 す る 発 泡 ウ レ タ ン よ り も 反 発 弾 性 が 小 さ い と 共 に ヒ ス テ リ シ ス ロ ス 及 び 戻
り 時 間 が 大 き い 発 泡 ウ レ タ ン よ り な る こ と を 特 徴 と す る 乗 物 シ ー ト 用 の ク ッ シ ョ ン 体 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に お い て ， 上 記 表 層 部 の 前 方 側 に は ， 上 記 第 １ 中 央 部 と の 間 に 溝 状 の 中 央 ス リ ッ
ト が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 乗 物 シ ー ト 用 の ク ッ シ ョ ン 体 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は ２ に お い て ， 上 記 第 １ 中 央 部 及 び 上 記 第 ２ 中 央 部 の 左 右 両 側 に は ， 一 対 の 側
部 が 配 設 さ れ て お り ，
上 記 表 層 部 の 左 右 両 側 に は ， 上 記 一 対 の 側 部 と の 間 に 溝 状 の 側 方 ス リ ッ ト が 形 成 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 乗 物 シ ー ト 用 の ク ッ シ ョ ン 体 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に お い て ， 上 記 第 ２ 中 央 部 の 厚 み と 上 記 表 層 部 の 厚 み と を 合
わ せ た 全 体 の 厚 み に 対 す る 上 記 表 層 部 の 厚 み の 割 合 は ， ５ ０ ％ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す
る 乗 物 シ ー ト 用 の ク ッ シ ョ ン 体 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ４ に お い て ， 上 記 全 体 の 厚 み に 対 す る 上 記 表 層 部 の 厚 み の 割 合 は ， １ ０ ～ ４ ０ ％ で
あ る こ と を 特 徴 と す る 乗 物 シ ー ト 用 の ク ッ シ ョ ン 体 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 項 に お い て ， 上 記 表 層 部 を 構 成 す る 発 泡 ウ レ タ ン の 反 発 弾 性 は
５ ～ ４ ０ ％ で あ り ， 上 記 第 １ 中 央 部 及 び 上 記 第 ２ 中 央 部 を 構 成 す る 発 泡 ウ レ タ ン の 反 発 弾
性 は ６ ５ ～ ８ ５ ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 乗 物 シ ー ト 用 の ク ッ シ ョ ン 体 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か 一 項 に お い て ， 上 記 表 層 部 を 構 成 す る 発 泡 ウ レ タ ン の ヒ ス テ リ シ
ス ロ ス は ４ ０ ～ ８ ０ ％ で あ り ， 上 記 第 １ 中 央 部 及 び 上 記 第 ２ 中 央 部 を 構 成 す る 発 泡 ウ レ タ
ン の ヒ ス テ リ シ ス ロ ス は ５ ～ ３ ０ ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 乗 物 シ ー ト 用 の ク ッ シ ョ ン 体
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 技 術 分 野 】
本 発 明 は ， 乗 用 車 ， バ ス ， ト ラ ッ ク ， 電 車 ， 飛 行 機 ， 船 舶 等 の 乗 物 に お け る シ ー ト の 座 部
に 用 い る ク ッ シ ョ ン 体 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 技 術 】
乗 物 用 の シ ー ト ク ッ シ ョ ン を 構 成 す る ク ッ シ ョ ン 体 と し て は ， ウ レ タ ン 発 泡 体 が 多 用 さ れ
て い る 。
例 え ば ， 特 許 文 献 １ に 示 さ れ る ご と く ， 座 面 の 尻 下 部 を 除 く 部 位 を ， 尻 下 部 の ウ レ タ ン 発
泡 体 よ り も 低 密 度 で か つ 反 発 弾 性 の 高 い ウ レ タ ン 発 泡 体 に し て 構 成 し た ク ッ シ ョ ン 体 が あ
る 。 そ し て ， こ の ク ッ シ ョ ン 体 に よ れ ば ， 乗 り 心 地 性 能 を 確 保 し な が ら ， シ ー ト ク ッ シ ョ
ン の 耐 久 性 及 び 軽 量 化 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － ３ ３ ２ ９ ７ 号 公 報 （ 第 ２ － ３ 頁 ， 第 １ 図 等 ）
【 ０ ０ ０ ４ 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-147979 A 2004.5.27



【 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら ， 着 座 者 が シ ー ト ク ッ シ ョ ン に 着 座 す る 際 に は ， 大 腿 部 付 近 に 比 べ ， 臀 部 付
近 か ら 局 所 的 に よ り 大 き な 荷 重 が ク ッ シ ョ ン 体 に 作 用 す る 。 そ の た め ， 臀 部 付 近 は よ り 大
き な 反 発 力 を ク ッ シ ョ ン 体 か ら 受 け る こ と に な る 。 そ の た め ， 優 れ た 座 り 心 地 を 呈 す る た
め に は ， 上 記 荷 重 を よ り 効 果 的 に 受 け る ク ッ シ ョ ン 体 の 構 造 の 開 発 が 期 待 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は ， か か る 従 来 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で ， 臀 部 付 近 か ら 加 わ る 局 所 的 に 大
き な 荷 重 に 対 し て ， 大 き な 反 発 力 が 生 じ る こ と を 防 止 す る こ と が で き る ク ッ シ ョ ン 体 を 提
供 し よ う と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 の 解 決 手 段 】
第 １ の 発 明 は ， 発 泡 ウ レ タ ン よ り な る 乗 物 シ ー ト 用 の ク ッ シ ョ ン 体 で あ っ て ， 該 ク ッ シ ョ
ン 体 は ， 着 座 者 の 大 腿 部 付 近 か ら の 荷 重 を 受 け る 第 １ 中 央 部 と ， 着 座 者 の 臀 部 付 近 か ら の
荷 重 を 受 け る 第 ２ 中 央 部 と を 有 し て い る と 共 に ， 該 第 ２ 中 央 部 の 表 面 側 に は 表 層 部 が 配 設
さ れ て お り ，
該 表 層 部 は ， 上 記 第 １ 中 央 部 の 表 面 よ り も 突 出 し て お り ， か つ 上 記 第 １ 中 央 部 及 び 上 記 第
２ 中 央 部 を 構 成 す る 発 泡 ウ レ タ ン よ り も 反 発 弾 性 が 小 さ い と 共 に ヒ ス テ リ シ ス ロ ス 及 び 戻
り 時 間 が 大 き い 発 泡 ウ レ タ ン よ り な る こ と を 特 徴 と す る 乗 物 シ ー ト 用 の ク ッ シ ョ ン 体 に あ
る （ 請 求 項 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の ク ッ シ ョ ン 体 は ， 上 記 第 １ 中 央 部 と 上 記 第 ２ 中 央 部 と を 有 し て お り ， 第 ２ 中 央 部
の 表 面 側 に 配 設 し た 上 記 表 層 部 に よ り 以 下 の 優 れ た 効 果 を 実 現 す る こ と が で き る 。 す な わ
ち ， 表 層 部 は ， 第 １ 中 央 部 及 び 第 ２ 中 央 部 を 構 成 す る 発 泡 ウ レ タ ン よ り も ， 反 発 弾 性 が 小
さ い と 共 に ヒ ス テ リ シ ス ロ ス 及 び 戻 り 時 間 が 大 き い 発 泡 ウ レ タ ン よ り 構 成 し て い る 。
そ し て ， 着 座 者 が 上 記 ク ッ シ ョ ン 体 を 用 い て 構 成 し た シ ー ト ク ッ シ ョ ン （ シ ー ト の 座 部 ）
に 着 座 す る と き に は ， そ の 臀 部 付 近 が 表 層 部 及 び 第 ２ 中 央 部 を 弾 性 変 形 さ せ ， そ の 大 腿 部
付 近 が 第 １ 中 央 部 を 弾 性 変 形 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の と き ， 上 記 表 層 部 を 構 成 す る 発 泡 ウ レ タ ン の 上 記 性 質 に よ り ， 第 ２ 中 央 部 に お け る 表
層 部 が 着 座 者 の 臀 部 付 近 に 与 え る 反 発 力 は ， 第 １ 中 央 部 を 構 成 す る 発 泡 ウ レ タ ン が 着 座 者
の 大 腿 部 付 近 に 与 え る 反 発 力 よ り も 小 さ く な る 。 そ の た め ， 臀 部 付 近 に 対 し て 局 所 的 に 大
き な 反 発 力 が 生 じ る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
ま た ， 上 記 シ ー ト ク ッ シ ョ ン に お い て は ， 着 座 時 に 小 さ い 反 発 力 で 弾 性 変 形 が 行 わ れ ， 着
座 し た 状 態 に お い て は ， 着 座 者 の 臀 部 付 近 の 形 状 に 沿 っ た 形 状 と な る 。 そ れ 故 ， 着 座 時 の
違 和 感 を 低 減 さ せ る と 共 に ， 着 座 後 の 座 り 心 地 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
そ し て ， 上 記 の ご と く ， 上 記 表 層 部 は 上 記 第 １ 中 央 部 の 表 面 よ り 突 出 し て い る 。 そ の た め
， 着 座 者 の 臀 部 付 近 は ， 着 座 動 作 の よ り 早 い 段 階 で 反 発 弾 性 の 小 さ い 表 層 部 を 弾 性 変 形 さ
せ 始 め る た め ， 着 座 時 の 衝 撃 を 効 果 的 に 吸 収 す る こ と が で き る 。 ま た ， 上 記 表 層 部 の 突 出
に よ り ， 臀 部 付 近 が 最 初 に 表 層 部 を 弾 性 変 形 さ せ て ， 着 座 姿 勢 を 素 早 く 安 定 さ せ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
さ ら に ， 上 記 表 層 部 の 突 出 し て い る 部 分 の 周 囲 に は ， 弾 性 変 形 を 妨 げ る 障 害 物 が な い 。 そ
の た め ， 表 層 部 の 弾 性 変 形 の 自 由 度 が 高 く な り ， 表 層 部 が 十 分 に 弾 性 変 形 す る こ と が で き
る 。
そ れ 故 ， 上 記 突 出 し た 表 層 部 を 有 す る ク ッ シ ョ ン 体 に よ れ ば ， 臀 部 付 近 か ら 加 わ る 局 所 的
に 大 き な 荷 重 に 対 し て ， 大 き な 反 発 力 が 生 じ る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た ， 上 記 ク ッ シ ョ ン 体 を 用 い て 構 成 し た シ ー ト ク ッ シ ョ ン を 乗 物 に 装 着 し た 状 態 に お い
て は ， 上 記 表 層 部 を 構 成 す る 発 泡 ウ レ タ ン が ， 悪 路 を 低 速 走 行 中 に 発 生 し 易 い 低 周 波 振 動
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（ ０ ～ ５ Ｈ ｚ の 振 動 ） を 特 に 効 果 的 に 吸 収 し ， 上 記 第 １ 中 央 部 及 び 第 ２ 中 央 部 を 構 成 す る
発 泡 ウ レ タ ン が ， 一 般 路 （ 例 え ば ア ス フ ァ ル ト 路 面 ） を 高 速 走 行 中 に 発 生 し 易 い 高 周 波 振
動 （ ５ Ｈ ｚ を 超 え る 振 動 ） を 特 に 効 果 的 に 吸 収 す る こ と が で き る 。 そ の た め ， 上 記 ク ッ シ
ョ ン 体 に よ れ ば ， 広 範 囲 の 周 波 数 の 振 動 を 吸 収 す る こ と が で き る 。 以 下 に ， こ の 振 動 を 吸
収 す る 性 質 を 振 動 吸 収 性 と い う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ こ で ， 本 発 明 に お い て ， 上 記 反 発 弾 性 と は ， Ｊ Ａ Ｓ Ｏ 　 Ｂ ４ ０ ８ － ８ ９ に 従 っ て 求 め ら
れ る 性 質 を い う 。
ま た ， 上 記 ヒ ス テ リ シ ス ロ ス と は ， Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ ６ ４ ０ ０ に 従 っ て 求 め ら れ る 性 質 を い う 。
ま た ， 上 記 戻 り 時 間 と は ， 所 定 の 荷 重 で ， 被 測 定 物 （ 発 泡 ウ レ タ ン ） を 所 定 の 厚 み に 圧 縮
さ せ た 後 ， こ の 圧 縮 を 素 早 く 解 除 し て か ら 元 の 厚 み に 戻 る ま で の 時 間 を い う 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た ， 本 発 明 に お い て ， 表 面 側 と は ， ク ッ シ ョ ン 体 を 用 い て 構 成 し た シ ー ト ク ッ シ ョ ン に
着 座 者 が 着 座 し た と き に ， こ の 着 座 者 に 対 向 す る 側 を い う （ 以 下 同 様 ） 。 ま た ， 前 方 側 と
は ， ク ッ シ ョ ン 体 を 用 い て 構 成 し た シ ー ト ク ッ シ ョ ン に 着 座 者 が 着 座 し た と き に ， こ の 着
座 者 の 正 面 方 向 に 位 置 す る 側 を い う 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
上 述 し た 本 発 明 に お け る 好 ま し い 実 施 の 形 態 に つ き 説 明 す る 。
上 記 第 １ の 発 明 （ 請 求 項 １ ） に お い て は ， 上 記 表 層 部 の 前 方 側 に は ， 上 記 第 １ 中 央 部 と の
間 に 溝 状 の 中 央 ス リ ッ ト が 形 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い （ 請 求 項 ２ ） 。
こ の 場 合 に は ， 表 層 部 の 弾 性 変 形 が 第 １ 中 央 部 に よ っ て 阻 害 さ れ る こ と が な く ， 上 記 表 層
部 に よ る 優 れ た 作 用 効 果 を 低 下 さ せ る こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た ， 上 記 第 １ 中 央 部 及 び 上 記 第 ２ 中 央 部 の 左 右 両 側 に は ， 一 対 の 側 部 が 配 設 し て あ り ，
上 記 表 層 部 の 左 右 両 側 に は ， 上 記 一 対 の 側 部 と の 間 に 溝 状 の 側 方 ス リ ッ ト が 形 成 さ れ て い
る こ と が 好 ま し い （ 請 求 項 ３ ） 。
こ の 場 合 に は ， 上 記 一 対 の 側 部 に よ り ， 上 記 ク ッ シ ョ ン 体 を 用 い て 構 成 し た シ ー ト ク ッ シ
ョ ン に 着 座 し た 着 座 者 を 左 右 両 側 よ り 保 持 す る こ と が で き ， 着 座 時 の 安 定 感 が 向 上 す る 。
ま た ， 上 記 表 層 部 の 左 右 両 側 に は ， 上 記 側 方 ス リ ッ ト が 形 成 さ れ て い る た め ， 表 層 部 が 弾
性 変 形 し 易 く な り ， 表 層 部 に よ る 優 れ た 作 用 効 果 の 低 下 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た ， 上 記 第 ２ 中 央 部 の 厚 み と 上 記 表 層 部 の 厚 み と を 合 わ せ た 全 体 の 厚 み に 対 す る 上 記 表
層 部 の 厚 み の 割 合 は ， ５ ０ ％ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い （ 請 求 項 ４ ） 。 こ の 場 合 に は ， 上
記 表 層 部 に よ る 優 れ た 効 果 を 実 現 す る こ と が で き る と 共 に ， 振 動 吸 収 性 等 の ク ッ シ ョ ン 性
能 を 発 揮 す る た め に 必 要 な 第 ２ 中 央 部 の 厚 み を 確 保 す る こ と が で き る 。
上 記 表 層 部 の 厚 み が ５ ０ ％ を 越 え る 場 合 は ， 表 層 部 の 厚 み が 大 き く 着 座 時 の 変 形 量 も 大 き
く な る た め ， 着 座 者 の 臀 部 の 深 い 沈 み 込 み が 発 生 し ， 安 定 感 が 低 下 し て 乗 り 心 地 が 悪 く な
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
な お ， ク ッ シ ョ ン 性 能 と は ， ク ッ シ ョ ン 体 の 座 り 心 地 を 左 右 す る 種 々 の 性 質 を い う 。 例 え
ば ， 具 体 的 に は ， 後 述 す る 官 能 試 験 結 果 で 示 す ク ッ シ ョ ン 感 ， フ ィ ッ ト 感 ， 尻 の 落 込 み ，
着 座 時 の 硬 さ 感 ， 姿 勢 保 持 性 （ ヒ ョ コ ヒ ョ コ 感 ） ， 腹 部 へ の 圧 迫 感 ， ブ ル ゴ ツ 感 等 ， 及 び
後 述 す る 振 動 吸 収 性 等 を い う 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た ， 上 記 全 体 の 厚 み に 対 す る 上 記 表 層 部 の 厚 み の 割 合 は ， １ ０ ～ ４ ０ ％ で あ る こ と が さ
ら に 好 ま し い （ 請 求 項 ４ ） 。 こ の 場 合 に は ， 上 記 表 層 部 の 厚 み と 上 記 第 ２ 中 央 部 の 厚 み と
の 割 合 が 最 適 に な る 。 そ の た め ， 上 記 ク ッ シ ョ ン 体 は ， 表 層 部 の ク ッ シ ョ ン 性 能 と 第 ２ 中
央 部 の ク ッ シ ョ ン 性 能 と を バ ラ ン ス よ く 発 揮 す る こ と が で き ， 優 れ た 座 り 心 地 を 呈 す る こ
と が で き る 。
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上 記 厚 み の 割 合 が １ ０ ％ 未 満 で あ る 場 合 に は ， 表 層 部 の 厚 み が 小 さ 過 ぎ て ， 上 記 表 層 部 に
よ る 優 れ た 効 果 を 発 揮 で き な い お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た ， 上 記 表 層 部 を 構 成 す る 発 泡 ウ レ タ ン の 反 発 弾 性 は ５ ～ ４ ０ ％ で あ り ， 上 記 第 １ 中 央
部 及 び 上 記 第 ２ 中 央 部 を 構 成 す る 発 泡 ウ レ タ ン の 反 発 弾 性 は ６ ５ ～ ８ ５ ％ で あ る こ と が 好
ま し い （ 請 求 項 ５ ） 。
上 記 表 層 部 を 構 成 す る 発 泡 ウ レ タ ン の 反 発 弾 性 が ５ ％ 未 満 で あ る 場 合 に は ， 反 発 弾 性 が 小
さ 過 ぎ て ， 表 層 部 の ク ッ シ ョ ン 性 能 が 悪 化 し て し ま う お そ れ が あ る 。
一 方 ， 上 記 表 層 部 を 構 成 す る 発 泡 ウ レ タ ン の 反 発 弾 性 が ４ ０ ％ を 超 え る 場 合 に は ， 反 発 弾
性 が 大 き く て ， 臀 部 付 近 に 局 所 的 に 大 き な 反 発 力 が 生 じ る の を 防 止 し て 低 周 波 振 動 を 吸 収
す る こ と が 困 難 に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
上 記 第 １ 中 央 部 及 び 第 ２ 中 央 部 を 構 成 す る 発 泡 ウ レ タ ン の 反 発 弾 性 が ６ ５ ％ 未 満 で あ る 場
合 に は ， 反 発 弾 性 が 小 さ く て ， 第 １ 中 央 部 及 び 第 ２ 中 央 部 の 高 周 波 振 動 の 振 動 吸 収 性 等 の
ク ッ シ ョ ン 性 能 を 発 揮 で き な い お そ れ が あ る 。 一 方 ， 反 発 弾 性 が ８ ５ ％ を 超 え る 発 泡 ウ レ
タ ン の 製 造 は 生 産 性 が 悪 い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た ， 上 記 表 層 部 を 構 成 す る 発 泡 ウ レ タ ン の ヒ ス テ リ シ ス ロ ス は ４ ０ ～ ８ ０ ％ で あ り ， 上
記 第 １ 中 央 部 及 び 上 記 第 ２ 中 央 部 を 構 成 す る 発 泡 ウ レ タ ン の ヒ ス テ リ シ ス ロ ス は ５ ～ ３ ０
％ で あ る こ と が 好 ま し い （ 請 求 項 ６ ） 。
こ の 場 合 の ヒ ス テ リ シ ス ロ ス は ， 縦 ４ ０ ０ ｍ ｍ ， 横 ４ ０ ０ ｍ ｍ ， 厚 み １ ０ ０ ｍ ｍ の 板 状 の
被 測 定 物 （ 発 泡 ウ レ タ ン ） を 用 い ， こ れ を ５ ０ ｍ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ の ス ピ ー ド で 元 の 自 然 体 の 厚
み の ７ ５ ％ の 厚 み ま で 圧 縮 し た 場 合 の 値 と し た 。 そ の 他 ， こ の ヒ ス テ リ シ ス ロ ス を 求 め る
方 法 は ， Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ ６ ４ ０ ０ に 従 う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
上 記 表 層 部 を 構 成 す る 発 泡 ウ レ タ ン の ヒ ス テ リ シ ス ロ ス が ４ ０ ％ 未 満 で あ る 場 合 に は ， 反
発 弾 性 が 大 き く て ， 臀 部 付 近 に 局 所 的 に 大 き な 反 発 力 が 生 じ る の を 防 止 し て 低 周 波 振 動 を
吸 収 す る こ と が 困 難 に な る 。 一 方 ， 上 記 表 層 部 を 構 成 す る 発 泡 ウ レ タ ン の ヒ ス テ リ シ ス ロ
ス が ８ ０ ％ を 超 え る 場 合 に は ， ク ッ シ ョ ン 性 能 が 悪 化 し て し ま う お そ れ が あ る 。
上 記 第 １ 中 央 部 及 び 第 ２ 中 央 部 を 構 成 す る 発 泡 ウ レ タ ン の ヒ ス テ リ シ ス ロ ス が ５ ％ 未 満 で
あ る 場 合 に は ， 第 １ 中 央 部 及 び 第 ２ 中 央 部 の 振 動 吸 収 性 等 の ク ッ シ ョ ン 性 能 を 発 揮 で き な
い お そ れ が あ る 。 一 方 ， ヒ ス テ リ シ ス ロ ス が ８ ５ ％ を 超 え る 発 泡 ウ レ タ ン の 製 造 は 生 産 性
が 悪 い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た ， 上 記 第 ２ 中 央 部 の 厚 み と 上 記 表 層 部 の 厚 み と を 合 わ せ た 全 体 の 厚 み に 対 す る 上 記 第
１ 中 央 部 の 表 面 よ り 突 出 す る 表 層 部 の 突 出 量 の 割 合 は ， １ ０ ～ ３ ０ ％ で あ る こ と が さ ら に
好 ま し い 。 ま た ， さ ら に 具 体 的 に は ， 上 記 表 層 部 の 突 出 量 は ， ５ ～ ５ ０ ｍ ｍ で あ る こ と が
さ ら に 好 ま し い 。
こ れ ら の 場 合 に は ， 臀 部 付 近 か ら 加 わ る 局 所 的 に 大 き な 荷 重 に 対 し て ， 大 き な 反 発 力 が 生
じ る こ と を 防 止 す る 効 果 を 容 易 に 発 揮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
上 記 突 出 量 の 割 合 が １ ０ ％ 未 満 の 場 合 に は ， 上 記 突 出 に よ る 効 果 が あ ま り 得 ら れ な い 。 一
方 ， 上 記 突 出 量 の 割 合 が ３ ０ ％ を 超 え る 場 合 に は ， 着 座 者 に 違 和 感 を 与 え る お そ れ が あ り
， さ ら に シ ー ト ク ッ シ ョ ン の 外 観 意 匠 性 も 損 ね る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た ， 上 記 ク ッ シ ョ ン 体 に 一 対 の 側 部 を 配 設 し た 場 合 に お い て は ， 上 記 表 層 部 の 最 上 面 は
， 上 記 側 方 ス リ ッ ト に お け る 上 記 側 部 側 の 壁 面 の 先 端 角 部 よ り も 上 方 に 突 出 し て い る こ と
が 好 ま し い 。
こ の 場 合 に は ， 表 層 部 の 突 出 部 分 と 側 部 の 壁 面 と の 間 隔 が 広 く な る た め ， 表 層 部 の 弾 性 変
形 が 一 対 の 側 部 に よ っ て 阻 害 さ れ る こ と が な く ， 上 記 表 層 部 に よ る 優 れ た 効 果 を 低 下 さ せ
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る こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 実 施 例 】
以 下 に ， 図 面 を 用 い て 本 発 明 の 乗 物 シ ー ト 用 の ク ッ シ ョ ン 体 に か か る 実 施 例 に つ き 説 明 す
る 。
図 １ ～ 図 ４ に 示 す ご と く ， 本 例 の ク ッ シ ョ ン 体 １ は ， 発 泡 ウ レ タ ン よ り な り ， 自 動 車 の 前
部 座 席 の シ ー ト ク ッ シ ョ ン （ シ ー ト の 座 部 ） に 用 い る も の で あ る 。
上 記 ク ッ シ ョ ン 体 １ は ， 着 座 者 の 大 腿 部 付 近 か ら の 荷 重 を 受 け る 第 １ 中 央 部 １ １ と ， 着 座
者 の 臀 部 付 近 か ら の 荷 重 を 受 け る 第 ２ 中 央 部 １ ２ と を 有 し て お り ， こ の 第 ２ 中 央 部 １ ２ の
表 面 側 に は 表 層 部 １ ５ が 配 設 さ れ て い る 。
ま た ， 表 層 部 １ ５ は ， 第 １ 中 央 部 １ １ の 表 面 １ １ １ よ り も 突 出 し て お り ， 第 １ 中 央 部 １ １
及 び 第 ２ 中 央 部 １ ２ を 構 成 す る 発 泡 ウ レ タ ン よ り も 反 発 弾 性 が 小 さ い と 共 に ヒ ス テ リ シ ス
ロ ス 及 び 戻 り 時 間 が 大 き い 発 泡 ウ レ タ ン よ り な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
以 下 に ， こ れ を 詳 説 す る 。
図 １ ， 図 ３ ， 図 ４ に 示 す ご と く ， 本 例 に お い て は ， 上 記 第 １ 中 央 部 １ １ 及 び 第 ２ 中 央 部 １
２ の 左 右 両 側 に は ， こ れ ら の 表 面 よ り も 突 出 し た 一 対 の 側 部 １ ４ が 配 設 し て あ る 。 こ の 一
対 の 側 部 １ ４ は ， 第 １ 中 央 部 １ １ 及 び 第 ２ 中 央 部 １ ２ を 構 成 す る 発 泡 ウ レ タ ン と 同 じ 発 泡
ウ レ タ ン よ り な る 。 そ し て ， 一 対 の 側 部 １ ４ は ， 上 記 ク ッ シ ョ ン 体 １ を 用 い て 構 成 し た シ
ー ト ク ッ シ ョ ン に 着 座 し た 着 座 者 を 左 右 両 側 よ り 保 持 す る 。
ま た ， 図 １ ， 図 ２ に 示 す ご と く ， 本 例 の 第 ２ 中 央 部 １ ２ の 後 方 に は ， 第 １ 中 央 部 １ １ 及 び
第 ２ 中 央 部 １ ２ を 構 成 す る 発 泡 ウ レ タ ン と 同 じ 発 泡 ウ レ タ ン よ り な る 第 ３ 中 央 部 １ ３ が 形
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 １ ， 図 ２ に 示 す ご と く ， 上 記 表 層 部 １ ５ の 前 方 側 に は ， 第 １ 中 央 部 １ １ と の 間 に 所 定 幅
の 溝 状 の 中 央 ス リ ッ ト １ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た ， 表 層 部 １ ５ の 後 方 側 に は ， 第 ３ 中 央
部 １ ３ と の 間 に 溝 状 の 後 方 ス リ ッ ト １ ７ が 形 成 さ れ て い る 。
ま た ， 図 １ ， 図 ３ ， 図 ４ に 示 す ご と く ， 表 層 部 １ ５ の 左 右 両 側 に は ， 一 対 の 側 部 １ ４ と の
間 に 所 定 幅 の 溝 状 の 側 方 ス リ ッ ト １ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 側 方 ス リ ッ ト １ ８ は ， 第 １
中 央 部 １ １ の 表 面 １ １ １ 側 と 一 対 の 側 部 １ ４ と の 間 に も 延 長 し て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た ， 図 ２ ～ 図 ４ に 示 す ご と く ， 上 記 中 央 ス リ ッ ト １ ６ と 後 方 ス リ ッ ト １ ７ と は ， ク ッ シ
ョ ン 体 １ の 表 面 側 に 向 け て 互 い に ほ ぼ 平 行 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た ， 一 対 の 側 方 ス リ ッ ト
１ ８ 同 士 も ， ク ッ シ ョ ン 体 １ の 表 面 側 に 向 け て 互 い に ほ ぼ 平 行 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ う し て ， 上 記 表 層 部 １ ５ は ， そ の 前 後 左 右 に 形 成 し た 各 ス リ ッ ト １ ６ ～ １ ８ に よ り 周 辺
が 第 １ 中 央 部 １ １ ， 第 ３ 中 央 部 １ ３ 及 び 一 対 の 側 部 １ ４ か ら 隔 離 さ れ て お り ， そ の 裏 面 側
に お い て 第 ２ 中 央 部 １ ２ と 結 合 さ れ て い る 。 こ れ に よ り ， 表 層 部 １ ５ の 周 囲 に は 自 由 に 弾
性 変 形 す る こ と が で き る 空 間 を 形 成 で き る た め ， 第 １ 中 央 部 １ １ ， 第 ３ 中 央 部 １ ３ 及 び 一
対 の 側 部 １ ４ に よ っ て 表 層 部 １ ５ の 弾 性 変 形 が 阻 害 さ れ る こ と が な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た ， 図 ２ に 示 す ご と く ， 本 例 に お い て は ， 上 記 第 ２ 中 央 部 １ ２ の 厚 み と 表 層 部 １ ５ の 厚
み と を 合 わ せ た 全 体 の 厚 み Ａ が 約 １ ０ ０ ｍ ｍ で あ り ， 表 層 部 １ ５ の 厚 み Ｂ が 約 ３ ０ ｍ ｍ で
あ る 。 そ の た め ， 全 体 の 厚 み Ａ に 対 す る 表 層 部 １ ５ の 厚 み Ｂ の 割 合 は ， 約 ３ ０ ％ と な っ て
い る 。 こ の 場 合 ， 表 層 部 １ ５ の 厚 み と 第 ２ 中 央 部 １ ２ の 厚 み と の 割 合 が 最 適 で あ り ， 上 記
ク ッ シ ョ ン 体 １ は ， 表 層 部 １ ５ の ク ッ シ ョ ン 性 能 と 第 ２ 中 央 部 １ ２ の ク ッ シ ョ ン 性 能 と を
バ ラ ン ス よ く 発 揮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た ， 上 記 第 １ 中 央 部 １ １ の 表 面 １ １ １ か ら 突 出 す る 表 層 部 １ ５ の 突 出 量 Ｃ は ， 約 ２ ０ ｍ
ｍ で あ る 。 そ の た め ， 上 記 全 体 の 厚 み Ａ に 対 す る 上 記 突 出 量 Ｃ の 割 合 は ， 約 ２ ０ ％ と な っ
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て い る 。 表 層 部 １ ５ が 第 １ 中 央 部 １ １ よ り も 突 出 し て い る こ と に よ り ， 着 座 時 に お い て ，
上 記 ク ッ シ ョ ン 体 １ は ， 臀 部 付 近 か ら 加 わ る 局 所 的 に 大 き な 荷 重 を ， 大 腿 部 付 近 か ら 加 わ
る 荷 重 よ り も 効 果 的 に 先 に 受 け る こ と が で き る 。 ま た ， こ の 場 合 に は ， 着 座 し て 各 部 が 圧
縮 さ れ た 状 態 に お い て ， 臀 部 付 近 か ら 表 層 部 １ ５ に 加 わ る 荷 重 が ， 大 腿 部 付 近 か ら 第 １ 中
央 部 １ １ に 加 わ る 荷 重 よ り も 大 き い こ と に よ り ， 第 １ 中 央 部 １ １ の 表 面 １ １ １ と 表 層 部 １
５ の 表 面 １ ５ １ と が ほ ぼ 同 一 平 面 と な る た め ， 大 腿 部 付 近 と 臀 部 付 近 と の 間 で 違 和 感 を 感
じ る こ と が な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た ， 上 記 表 層 部 １ ５ の 突 出 に よ り ， こ の 表 層 部 １ ５ の 前 方 側 の 端 部 に は ， 段 差 部 １ ５ ５
が 形 成 さ れ て い る 。 こ こ で ， 本 例 の 段 差 部 １ ５ ５ は ， 第 １ 中 央 部 １ １ の 表 面 １ １ １ に 対 し
て 略 垂 直 に 形 成 さ れ て い る が ， 段 差 部 １ ５ ５ は ， 例 え ば ， 第 １ 中 央 部 １ １ の 表 面 １ １ １ か
ら 表 層 部 １ ５ の 表 面 １ ５ １ に 緩 や か に 繋 が る よ う な 曲 線 状 に 形 成 す る こ と も で き る 。
こ の 場 合 ， 第 １ 中 央 部 １ １ の 表 面 １ １ １ と 表 層 部 １ ５ の 表 面 １ ５ １ と が 連 続 し て い る た め
外 観 が よ い 。 ま た ， カ バ ー を 取 り 付 け る 際 に も つ ぶ れ 難 く ， 着 座 時 の し わ の 発 生 も 少 な い
。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た ， 図 ３ に 示 す ご と く ， 上 記 表 層 部 １ ５ の 表 面 １ ５ １ は ， 上 記 側 方 ス リ ッ ト １ ８ に お け
る 側 部 １ ４ 側 の 壁 面 １ ４ ２ の 先 端 角 部 １ ４ ３ よ り も 突 出 し て い る 。 ま た ， 側 方 ス リ ッ ト １
８ に お け る 表 層 部 １ ５ 側 の 壁 面 １ ５ ２ と 側 部 １ ４ 側 の 壁 面 １ ４ ２ と は ， 平 行 に 形 成 し て あ
り ， 表 層 部 １ ５ 側 の 壁 面 １ ５ ２ の 先 端 角 部 １ ５ ３ が 側 部 １ ４ 側 の 壁 面 １ ４ ２ の 先 端 角 部 １
４ ３ よ り も 突 出 し た 位 置 に あ る 。 こ れ に よ り ， 表 層 部 １ ５ が 自 由 に 弾 性 変 形 す る こ と が で
き る 空 間 を 確 保 で き ， 一 対 の 側 部 １ ４ に よ っ て 阻 害 さ れ る こ と が な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ま た ， 上 記 表 層 部 １ ５ を 構 成 す る 発 泡 ウ レ タ ン は ， そ の 反 発 弾 性 が １ ０ ～ ２ ０ ％ の 間 の 値
と な り ， ヒ ス テ リ シ ス ロ ス が ４ ０ ～ ８ ０ ％ の 間 の 値 に な り ， 戻 り 時 間 が １ ～ １ ０ 秒 の 間 の
値 と な る よ う 作 製 し て あ る 。
ま た ， 上 記 第 １ 中 央 部 １ １ 及 び 第 ２ 中 央 部 １ ２ を 構 成 す る 発 泡 ウ レ タ ン は ， そ の 反 発 弾 性
が ６ ５ ～ ７ ５ ％ の 間 の 値 と な り ， ヒ ス テ リ シ ス ロ ス が ５ ～ ３ ０ ％ の 間 の 値 に な り ， 戻 り 時
間 が ０ ～ ０ ． ５ 秒 の 間 の 値 と な る よ う 作 製 し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
な お ， 本 例 の 反 発 弾 性 の 値 は ， Ｊ Ａ Ｓ Ｏ 　 Ｂ ４ ０ ８ － ８ ９ に 従 っ て 求 め ら れ る 値 で あ る 。
ま た ， 本 例 の 戻 り 時 間 は ， 直 径 ２ ０ ｍ ｍ の 押 圧 板 を ， 縦 １ ０ ０ ｍ ｍ ， 横 １ ０ ０ ｍ ｍ ， 厚 み
５ ０ ｍ ｍ の 被 測 定 物 （ 発 泡 ウ レ タ ン ） に 押 し 当 て て ， こ れ を 元 の 自 然 体 の 厚 み の ９ ０ ％ の
厚 み ま で 圧 縮 さ せ た 後 ， こ の 押 圧 板 を 素 早 く 取 り 除 い て か ら 元 の 自 然 体 の 厚 み に 戻 る ま で
の 時 間 と し た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
上 記 の ご と く ， 本 例 の 表 層 部 １ ５ は ， 第 １ 中 央 部 １ １ 及 び 第 ２ 中 央 部 １ ２ を 構 成 す る 発 泡
ウ レ タ ン よ り も ， 反 発 弾 性 が 小 さ い と 共 に ヒ ス テ リ シ ス ロ ス 及 び 戻 り 時 間 が 大 き い 発 泡 ウ
レ タ ン よ り 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
そ し て ， 着 座 者 が 上 記 ク ッ シ ョ ン 体 １ を 用 い て 構 成 し た シ ー ト ク ッ シ ョ ン （ シ ー ト の 座 部
） に 着 座 す る と き に は ， そ の 臀 部 付 近 が 表 層 部 １ ５ 及 び 第 ２ 中 央 部 １ ２ を 弾 性 変 形 さ せ ，
そ の 大 腿 部 付 近 が 第 １ 中 央 部 １ １ を 弾 性 変 形 さ せ る 。
こ の と き ， 上 記 表 層 部 １ ５ を 構 成 す る 発 泡 ウ レ タ ン は 弾 性 変 形 し 易 く 反 発 力 が 小 さ い た め
， 第 ２ 中 央 部 １ ２ に お け る 表 層 部 １ ５ が 着 座 者 の 臀 部 付 近 に 与 え る 反 発 力 は ， 第 １ 中 央 部
１ １ が 着 座 者 の 大 腿 部 付 近 に 与 え る 反 発 力 よ り も 小 さ く な る 。 そ の た め ， 臀 部 付 近 に 局 所
的 に 大 き な 反 発 力 が 生 じ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。 そ れ 故 ， 着 座 時 の 違 和 感 を 低 減 さ
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た ， 上 記 表 層 部 １ ５ は ， そ の 反 発 弾 性 が 小 さ く 変 形 し 易 い 性 質 に よ り ， 着 座 す る と き あ
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る い は 着 座 し た 状 態 に お い て 着 座 者 の 臀 部 付 近 の 形 状 に な じ み 易 い 性 質 （ 追 従 性 ） を 有 し
て い る 。 そ の た め ， 表 層 部 １ ５ は ， 臀 部 付 近 の 形 状 に ピ ッ タ リ と 沿 う こ と が で き ， 着 座 者
に 包 み 込 ま れ る よ う な フ ィ ッ ト 感 を 与 え ， 座 り 心 地 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
そ し て ， 上 記 の ご と く ， 表 層 部 １ ５ は 第 １ 中 央 部 １ １ の 表 面 １ １ １ よ り 突 出 し て い る 。 そ
の た め ， 着 座 時 に お い て ， 着 座 者 の 臀 部 付 近 が 着 座 の よ り 早 い 段 階 で 反 発 弾 性 の 小 さ い 表
層 部 １ ５ を 弾 性 変 形 さ せ 始 め る 。 そ の た め ， 着 座 時 の 衝 撃 を 効 果 的 に 吸 収 す る こ と が で き
る 。 ま た ， 上 記 表 層 部 １ ５ の 突 出 に よ り ， 着 座 時 の ふ ら つ き が 少 な く な り ， 着 座 姿 勢 を 素
早 く 安 定 さ せ る こ と が で き る 。
さ ら に ， 上 記 表 層 部 １ ５ の 突 出 し て い る 部 分 の 周 囲 に は ， 弾 性 変 形 を 妨 げ る 障 害 物 が な い
。 そ の た め ， 表 層 部 １ ５ の 弾 性 変 形 の 自 由 度 が 高 く な り ， 表 層 部 １ ５ が 十 分 に 弾 性 変 形 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ま た ， 着 座 後 に お い て ， 上 記 表 層 部 １ ５ の 突 出 に よ り ， 大 腿 部 付 近 に よ る 第 １ 中 央 部 １ １
の 変 形 量 よ り も ， 臀 部 付 近 に よ る 表 層 部 １ ５ の 変 形 量 を 多 く す る こ と が で き る 。 ま た ， 表
層 部 １ ５ は ， 第 １ 中 央 部 １ １ よ り も 反 発 弾 性 が 小 さ い の で 変 形 量 が 多 く て も 強 い 反 発 力 を
生 じ る こ と が な い 。
そ れ 故 ， 上 記 突 出 し た 表 層 部 １ ５ を 有 す る ク ッ シ ョ ン 体 １ に よ れ ば ， 臀 部 付 近 か ら 加 わ る
局 所 的 に 大 き な 荷 重 に 対 し て ， 大 き な 反 発 力 が 生 じ る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ま た ， 上 記 ク ッ シ ョ ン 体 １ を 用 い て 構 成 し た シ ー ト ク ッ シ ョ ン を 乗 物 に 装 着 し た 状 態 に お
い て は ， 上 記 表 層 部 １ ５ を 構 成 す る 発 泡 ウ レ タ ン が ， 悪 路 を 低 速 走 行 中 に 発 生 し 易 い 低 周
波 振 動 （ ０ ～ ５ Ｈ ｚ の 振 動 ） を 特 に 効 果 的 に 吸 収 し ， 上 記 第 １ 中 央 部 １ １ 及 び 第 ２ 中 央 部
１ ２ を 構 成 す る 発 泡 ウ レ タ ン が ， 一 般 路 （ 例 え ば ア ス フ ァ ル ト 路 面 ） を 高 速 走 行 中 に 発 生
し 易 い 高 周 波 振 動 （ ５ Ｈ ｚ を 超 え る 振 動 ） を 特 に 効 果 的 に 吸 収 す る こ と が で き る 。 そ の た
め ， 上 記 ク ッ シ ョ ン 体 １ に よ れ ば ， 広 範 囲 の 周 波 数 の 振 動 を 吸 収 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
ま た ， 上 記 表 層 部 １ ５ を 有 す る ク ッ シ ョ ン 体 １ の 実 施 形 態 は ， 上 述 し た も の に 限 ら れ ず ，
以 下 の 種 々 の 実 施 形 態 と す る こ と が で き る 。
例 え ば ， 上 記 表 層 部 １ ５ の 前 方 側 の 中 央 ス リ ッ ト １ ６ 及 び 後 方 側 の 後 方 ス リ ッ ト １ ７ は 設
け て な く て も よ い 。
ま た ， 上 記 表 層 部 １ ５ は ， 第 １ 中 央 部 １ １ の 表 面 １ １ １ と 略 同 一 高 さ に 形 成 し た 第 ２ 中 央
部 １ ２ の 表 面 か ら 突 出 す る よ う に し て 配 設 さ れ て い て も よ い 。
ま た ， 上 記 表 層 部 １ ５ は ， 第 １ 中 央 部 １ １ の 表 面 １ １ １ よ り も 突 出 し た 第 ２ 中 央 部 １ ２ の
表 面 に 配 設 し て も よ い 。 こ の 場 合 に は ， 第 ２ 中 央 部 １ ２ は ， 第 ３ 中 央 部 １ ３ の 表 面 か ら も
突 出 す る よ う 形 成 し て お く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
ま た ， 図 ５ に 示 す ご と く ， 表 層 部 １ ５ は ， 第 ２ 中 央 部 １ ２ の 表 面 １ ２ １ か ら 第 ３ 中 央 部 １
３ の 表 面 １ ３ １ に 延 設 し て あ っ て も よ い 。
ま た ， 表 層 部 １ ５ と 第 ２ 中 央 部 １ ２ と の 間 に は ， 中 間 層 と し て の 仕 切 り 材 を 配 設 し て お く
こ と が で き ， こ の 場 合 に は ， 臀 部 付 近 の 過 度 の 落 込 み を 防 止 す る こ と が で き る 。 こ の 仕 切
り 材 と し て は ， 例 え ば ， 可 撓 性 を 有 す る フ ィ ル ム ， 不 織 布 ， パ ー ム ロ ッ ク 等 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
ま た ， 上 記 優 れ た 効 果 を 有 す る ク ッ シ ョ ン 体 １ は ， 表 面 側 に 布 や レ ザ ー 等 の カ バ ー （ 図 示
略 ） を 取 り 付 け る と 共 に ， 裏 面 側 に シ ー ト フ レ ー ム １ ９ を 取 り 付 け て ， シ ー ト ク ッ シ ョ ン
と す る こ と が で き る 。 ま た ， こ の シ ー ト ク ッ シ ョ ン は ， シ ー ト フ レ ー ム １ ９ に 取 り 付 け た
レ ー ル フ レ ー ム に よ り ， 自 動 車 の ボ デ ィ に 装 着 す る こ と が で き る 。
そ し て ， ク ッ シ ョ ン 体 １ は ， 剛 性 が 高 い 金 属 製 の シ ー ト フ レ ー ム １ ９ に よ っ て 支 持 さ れ て
， そ の ク ッ シ ョ ン 性 能 を 発 揮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
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ま た ， 上 記 シ ー ト フ レ ー ム １ ９ は ， 上 記 第 １ 中 央 部 １ １ ， 第 ３ 中 央 部 １ ３ 及 び 上 記 一 対 の
側 部 １ ４ を 支 持 す る た め に 鉄 板 を 所 定 形 状 に プ レ ス 加 工 し た フ レ ー ム 部 １ ９ １ と ， こ の フ
レ ー ム 部 １ ９ １ に 設 け た 開 口 穴 １ ９ ２ に 掛 け 渡 し た 複 数 個 の Ｓ 字 ス プ リ ン グ １ ９ ３ と に よ
り 構 成 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に し て ， 上 記 ク ッ シ ョ ン 体 １ は ， シ ー ト ク ッ シ ョ ン と
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
本 例 に お い て は ， 上 記 優 れ た 効 果 を 有 す る ク ッ シ ョ ン 体 １ の ク ッ シ ョ ン 性 能 を 確 認 す る た
め に ， 以 下 の 官 能 試 験 を 行 っ た 。
こ の 官 能 試 験 に お い て は ， 上 記 ク ッ シ ョ ン 体 １ を 用 い て 構 成 し た シ ー ト ク ッ シ ョ ン を 自 動
車 に 装 着 し ， 実 際 に こ の 自 動 車 を 走 行 さ せ た と き に ， シ ー ト へ の 着 座 者 が 感 じ た 座 り 心 地
を 評 価 し た 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
ま た ， 座 り 心 地 に 及 ぼ す 個 人 差 に よ る 影 響 を 考 慮 し て ， ５ 人 の 被 験 者 を 選 定 し ， 評 価 は こ
の ５ 人 の 被 験 者 に よ る 評 価 の 平 均 値 と し た 。 こ こ で ， レ ベ リ ン グ さ れ た ５ 人 の 被 験 者 と し
て は ， シ ー ト の 乗 り 心 地 を 評 価 す る に 十 分 な 経 験 を 有 す る 者 を 選 定 し た 。
そ し て ， 上 記 官 能 試 験 に お い て は ， 以 下 の 第 １ 官 能 試 験 及 び 第 ２ 官 能 試 験 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
（ 第 １ 官 能 試 験 ）
第 １ 官 能 試 験 は ， 上 記 第 １ ～ 第 ３ 中 央 部 １ １ ～ １ ３ 及 び 一 対 の 側 部 １ ４ を 構 成 す る 第 ２ 発
泡 ウ レ タ ン の 反 発 弾 性 を ７ ０ ％ と し た 場 合 に ， 表 層 部 １ ５ を 構 成 す る 第 １ 発 泡 ウ レ タ ン の
反 発 弾 性 を ３ ， ５ ， ２ ０ ， ３ ０ ， ４ ０ ， ４ ８ ％ と 段 階 的 に 変 化 さ せ て 行 っ た 。
そ し て ， ク ッ シ ョ ン 性 能 の 評 価 に お い て は ， 以 下 の ク ッ シ ョ ン 感 ， フ ィ ッ ト 感 ， 尻 の 落 込
み ， 着 座 時 の 硬 さ 感 ， 姿 勢 保 持 性 （ ヒ ョ コ ヒ ョ コ 感 ） ， 腹 部 へ の 圧 迫 感 及 び ブ ル ゴ ツ 感 を
５ 点 満 点 で 評 価 し た 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
こ こ で ， ク ッ シ ョ ン 感 と は ， シ ー ト ク ッ シ ョ ン に 着 座 し た と き 及 び 着 座 し て い る と き に シ
ー ト ク ッ シ ョ ン が 圧 縮 さ れ た り 元 に 戻 っ た り し て 弾 性 変 形 す る こ と に よ り 得 ら れ る 感 覚 を
い う 。 こ の ク ッ シ ョ ン 感 は ， 適 度 な 弾 性 変 形 を 行 う と き に 評 価 が 高 い 。
フ ィ ッ ト 感 と は ， シ ー ト ク ッ シ ョ ン が 臀 部 付 近 の 形 状 に 沿 っ て 弾 性 変 形 を 行 う こ と に よ り
得 ら れ る 感 覚 を い う 。 こ の フ ィ ッ ト 感 は ， シ ー ト ク ッ シ ョ ン に 包 み 込 ま れ る よ う な 安 定 感
を 受 け る と き に 評 価 が 高 い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
尻 の 落 込 み と は ， 臀 部 付 近 が シ ー ト ク ッ シ ョ ン に 深 く 沈 み 込 み ， 目 線 が 下 が っ た よ う な 印
象 を 受 け る 感 覚 を い う 。 こ の 尻 の 落 込 み は ， 浅 す ぎ て も 深 す ぎ て も 姿 勢 が 崩 れ る た め 被 験
者 に 与 え る 印 象 は 悪 く ， 適 度 に 落 込 み が あ る と き が 評 価 が 高 い 。
着 座 時 の 硬 さ 感 と は ， シ ー ト ク ッ シ ョ ン が 適 度 な 圧 縮 変 形 量 を 有 す る と き に 得 ら れ る 感 覚
を い う 。 こ の 硬 さ 感 は ， 適 度 な 硬 さ を 感 じ る と き に 評 価 が 高 い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
姿 勢 保 持 性 （ ヒ ョ コ ヒ ョ コ 感 ） と は ， 走 行 時 に シ ー ト ク ッ シ ョ ン に よ り 姿 勢 を 安 定 し て 支
え ら れ る 感 覚 を い う 。 こ の 姿 勢 保 持 性 は ， で き る だ け 被 験 者 の 姿 勢 に 変 化 が 生 じ な い 方 が
評 価 が 高 い 。
腹 部 へ の 圧 迫 感 と は ， 腹 部 の 共 振 点 （ 一 般 に ４ ～ ６ Ｈ ｚ 付 近 ） に 近 い 振 動 を 受 け た と き に
内 臓 が 揺 ら さ れ る よ う な 不 快 な 感 覚 を い う 。 こ の 圧 迫 感 は ， で き る だ け 小 さ い 方 が 評 価 が
高 い 。
ブ ル ゴ ツ 感 と は ， 自 動 車 の 走 行 中 に 発 生 す る 振 動 （ 特 に ５ Ｈ ｚ を 超 え る 高 周 波 振 動 ） が 被
験 者 に 伝 わ る こ と に よ り ， 感 じ る 感 覚 （ 不 快 感 ） を い う 。 こ の ブ ル ゴ ツ 感 は ， 振 動 の 伝 わ
り が 小 さ い ほ ど 評 価 が 高 い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
上 記 第 １ 官 能 試 験 を 行 っ た 結 果 を ， 表 １ に 示 す 。 そ し て ， 表 層 部 １ ５ の 各 反 発 弾 性 の 値 に
お い て ， 上 記 各 ク ッ シ ョ ン 性 能 を 評 価 し た 値 の 平 均 を 総 合 と し て 表 す 。 そ し て ， ク ッ シ ョ
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ン 性 能 の 判 定 は ， こ の 総 合 が ３ 点 以 上 の 場 合 を ○ ， ２ ． ８ 点 以 上 の 場 合 を △ ， ２ ． ８ 点 未
満 の 場 合 を × と し た 。 そ し て ， こ の 判 定 が ， ○ 又 は △ の 場 合 に ， 実 際 の シ ー ト ク ッ シ ョ ン
と し て の 使 用 に 適 し て い る と し た 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ５ 】
上 記 判 定 よ り ， 上 記 第 １ ～ 第 ３ 中 央 部 １ １ ～ １ ３ 及 び 一 対 の 側 部 １ ４ を 構 成 す る 第 ２ 発 泡
ウ レ タ ン の 反 発 弾 性 を ７ ０ ％ と し た と き に ， 表 層 部 １ ５ を 構 成 す る 第 １ 発 泡 ウ レ タ ン の 反
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発 弾 性 が ５ ～ ４ ０ ％ で あ る こ と に よ り ， 優 れ た ク ッ シ ョ ン 性 能 を 発 揮 で き る こ と が わ か っ
た 。 ま た ， 表 層 部 １ ５ を 構 成 す る 第 １ 発 泡 ウ レ タ ン の 反 発 弾 性 は ， ２ ０ ～ ４ ０ ％ で あ る 場
合 に 一 層 優 れ た ク ッ シ ョ ン 性 能 を 発 揮 で き る こ と が わ か っ た 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
（ 第 ２ 官 能 試 験 ）
第 ２ 官 能 試 験 は ， 上 記 表 層 部 １ ５ を 構 成 す る 第 １ 発 泡 ウ レ タ ン の 反 発 弾 性 を ２ ０ ％ と し た
場 合 に ， 上 記 第 １ ～ 第 ３ 中 央 部 １ １ ～ １ ３ 及 び 一 対 の 側 部 １ ４ を 構 成 す る 第 ２ 発 泡 ウ レ タ
ン の 反 発 弾 性 を ６ ０ ， ６ ５ ， ７ ０ ， ７ ８ ， ８ ５ と 段 階 的 に 変 化 さ せ て 行 っ た 。
そ し て ， こ の 第 ２ 官 能 試 験 に お い て も ， ク ッ シ ョ ン 性 能 の 評 価 は ， 上 記 第 １ 官 能 試 験 と 同
様 ， ク ッ シ ョ ン 感 ， フ ィ ッ ト 感 ， 尻 の 落 込 み ， 着 座 時 の 硬 さ 感 ， 姿 勢 保 持 性 （ ヒ ョ コ ヒ ョ
コ 感 ） ， 腹 部 へ の 圧 迫 感 及 び ブ ル ゴ ツ 感 を ５ 点 満 点 で 評 価 し た 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
上 記 第 ２ 官 能 試 験 を 行 っ た 結 果 を ， 表 ２ に 示 す 。 同 表 の 判 定 に お け る ○ ， △ ， × に つ い て
は 上 記 と 同 様 で あ る 。 そ し て ， こ の 判 定 よ り ， 表 層 部 １ ５ を 構 成 す る 第 １ 発 泡 ウ レ タ ン の
反 発 弾 性 を ２ ０ ％ と し た と き に ， 第 １ ～ 第 ３ 中 央 部 １ １ ～ １ ３ 及 び 一 対 の 側 部 １ ４ を 構 成
す る 第 ２ 発 泡 ウ レ タ ン の 反 発 弾 性 が ６ ５ ～ ８ ５ ％ で あ る こ と に よ り ， 優 れ た ク ッ シ ョ ン 性
能 を 発 揮 で き る こ と が わ か っ た 。 ま た ， 第 １ ～ 第 ３ 中 央 部 １ １ ～ １ ３ 及 び 一 対 の 側 部 １ ４
を 構 成 す る 第 ２ 発 泡 ウ レ タ ン の 反 発 弾 性 は ， ７ ０ ～ ８ ５ ％ で あ る 場 合 に 一 層 優 れ た ク ッ シ
ョ ン 性 能 を 発 揮 で き る こ と が わ か っ た 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 表 ２ 】
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【 ０ ０ ５ ９ 】
以 上 の 第 １ 及 び 第 ２ 官 能 試 験 よ り ， 表 層 部 １ ５ を 構 成 す る 第 １ 発 泡 ウ レ タ ン の 反 発 弾 性 は
５ ～ ４ ０ ％ で あ り ， 第 １ ～ 第 ３ 中 央 部 １ １ ～ １ ３ 及 び 一 対 の 側 部 １ ４ を 構 成 す る 第 ２ 発 泡
ウ レ タ ン の 反 発 弾 性 は ６ ５ ～ ８ ５ ％ で あ る こ と が 好 ま し い こ と が わ か っ た 。
ま た ， 表 層 部 １ ５ を 構 成 す る 第 １ 発 泡 ウ レ タ ン の 反 発 弾 性 を ２ ０ ～ ４ ０ ％ と し ， 第 １ ～ 第
３ 中 央 部 １ １ ～ １ ３ 及 び 一 対 の 側 部 １ ４ を 構 成 す る 第 ２ 発 泡 ウ レ タ ン の 反 発 弾 性 を ７ ０ ～
８ ５ ％ と す る こ と が 最 適 で あ る こ と が わ か っ た 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
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（ 振 動 吸 収 性 の 確 認 試 験 ）
本 例 に お い て は ， 上 記 優 れ た 効 果 を 有 す る ク ッ シ ョ ン 体 １ の ク ッ シ ョ ン 性 能 を さ ら に 確 認
す る た め に ， 振 動 吸 収 性 の 確 認 試 験 を 行 っ た 。 こ の 試 験 に お い て は ， 以 下 の ク ッ シ ョ ン 体
１ を 用 い て 構 成 し た シ ー ト ク ッ シ ョ ン （ 発 明 品 ） を 自 動 車 に 装 着 し ， 実 際 に こ の 自 動 車 を
走 行 さ せ た と き に 発 生 す る 振 動 が シ ー ト ク ッ シ ョ ン を 介 し て 着 座 者 に 伝 わ る 量 を 測 定 し た
。
【 ０ ０ ６ １ 】
具 体 的 に は ， 自 動 車 室 内 の フ ロ ア （ 床 ） 部 に 第 １ 振 動 セ ン サ を 設 置 す る と 共 に 着 座 者 に 第
２ 振 動 セ ン サ を 取 り 付 け ， こ れ ら ２ つ の 振 動 セ ン サ に お け る 振 動 を 周 波 数 及 び 振 幅 と し て
測 定 し た 。 そ し て ， 各 周 波 数 に お い て ， 第 １ 振 動 セ ン サ に よ り 測 定 し た 振 幅 の 大 き さ Ｘ １
に 対 す る 第 ２ 振 動 セ ン サ に よ り 測 定 し た 振 幅 の 大 き さ Ｂ の 割 合 （ Ｘ ２ ／ Ｘ １ ） を 振 動 減 衰
率 と し た 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
上 記 発 明 品 と し て は ， 反 発 弾 性 が ２ ０ ％ の 第 １ 発 泡 ウ レ タ ン よ り な る 表 層 部 １ ５ と ， 反 発
弾 性 が ７ ８ ％ の 第 ２ 発 泡 ウ レ タ ン よ り な る 第 １ ～ 第 ３ 中 央 部 １ １ ～ １ ３ 及 び 一 対 の 側 部 １
４ と を 有 す る ク ッ シ ョ ン 体 １ と し た 。
ま た ， 比 較 の た め に ， 反 発 弾 性 が ７ ０ ％ の 発 泡 ウ レ タ ン よ り 全 体 を 構 成 し た 従 来 の ク ッ シ
ョ ン 体 １ を 用 い て 構 成 し た シ ー ト ク ッ シ ョ ン を 比 較 品 と し ， こ の 比 較 品 に つ い て も 上 記 発
明 品 と 同 様 に 上 記 試 験 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
図 ６ に ， 上 記 測 定 を 行 っ た 結 果 を 示 す 。 同 図 は ， 横 軸 を 周 波 数 ［ Ｈ ｚ ］ と し ， 縦 軸 を 振 動
減 衰 率 Ｘ ［ ｄ Ｂ ］ と し た も の で あ る 。 ま た ， こ の 振 動 減 衰 率 Ｘ は ， Ｘ ［ ｄ Ｂ ］ ＝ ２ ０ ｌ ｏ
ｇ １ ０ （ Ｘ ２ ／ Ｘ １ ） と し て 表 し た 。
な お ， こ の 振 動 減 衰 率 Ｘ は ， 小 さ い ほ ど 振 動 吸 収 性 が よ い こ と を 示 す 。 例 え ば ， ０ ［ ｄ Ｂ
］ は ， Ｘ ２ ／ Ｘ １ ＝ １ で ， 振 動 の 減 衰 が な い こ と を 表 し ， － ２ ０ ［ ｄ Ｂ ］ は ， Ｘ ２ ／ Ｘ １
＝ ０ ． １ で ， 自 動 車 に お け る 振 動 の 大 き さ が 上 記 シ ー ト ク ッ シ ョ ン を 介 し て １ ／ １ ０ に 減
衰 し た こ と を 表 す 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
図 ６ よ り ， 周 波 数 が ７ ． ５ ～ ３ ５ Ｈ ｚ の 広 い 範 囲 に お い て ， 発 明 品 の 方 が 比 較 品 よ り も 上
記 振 動 減 衰 率 が 小 さ い こ と が わ か る 。 こ の こ と よ り ， 発 明 品 ， す な わ ち ， 反 発 弾 性 が ２ ０
％ の 第 １ 発 泡 ウ レ タ ン よ り な る 表 層 部 １ ５ と ， 反 発 弾 性 が ７ ８ ％ の 第 ２ 発 泡 ウ レ タ ン よ り
な る 第 １ ～ 第 ３ 中 央 部 １ １ ～ １ ３ 及 び 一 対 の 側 部 １ ４ と を 有 す る ク ッ シ ョ ン 体 １ は ， 振 動
吸 収 性 が 優 れ て い る こ と が わ か っ た 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
以 下 に ， 参 考 と し て ， 下 型 ３ と 上 型 ４ と よ り な る 成 形 型 ２ に よ っ て ， 上 記 ク ッ シ ョ ン 体 １
を 製 造 す る 方 法 に つ き 説 明 す る 。
図 ７ ～ 図 ９ に 示 す ご と く ， 下 型 ３ に は ， ク ッ シ ョ ン 体 １ に お け る 表 面 側 を 成 形 す る 表 面 側
成 形 面 ３ １ が 形 成 さ れ て お り ， 上 型 ４ に は ， ク ッ シ ョ ン 体 １ に お け る 裏 面 側 を 成 形 す る 裏
面 側 成 形 面 ４ １ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て ， 下 型 ３ と 上 型 ４ と を 閉 じ た と き に は ， 下 型 ３
の 表 面 側 成 形 面 ３ １ と 上 型 ４ の 裏 面 側 成 形 面 ４ １ と の 間 に ク ッ シ ョ ン 体 １ を 成 形 す る た め
の キ ャ ビ テ ィ ２ ０ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
こ の キ ャ ビ テ ィ ２ ０ は ， 上 記 第 １ 中 央 部 １ １ を 形 成 す る た め の 第 １ キ ャ ビ テ ィ ２ １ と ， 上
記 第 ２ 中 央 部 １ ２ を 形 成 す る た め の 第 ２ キ ャ ビ テ ィ ２ ２ と ， 上 記 第 ３ 中 央 部 １ ３ を 形 成 す
る た め の 第 ３ キ ャ ビ テ ィ ２ ３ と ， 上 記 一 対 の 側 部 １ ４ を 形 成 す る た め の 一 対 の サ イ ド キ ャ
ビ テ ィ ２ ４ と よ り な る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
ま た ， 図 ７ ， 図 ８ に 示 す ご と く ， 第 １ キ ャ ビ テ ィ ２ １ と 第 ２ キ ャ ビ テ ィ ２ ２ と の 間 に お け
る 表 面 側 成 形 面 ３ １ に は ， 上 記 中 央 ス リ ッ ト １ ６ を 形 成 す る た め の 中 央 仕 切 り 板 ２ ６ が 配
設 し て あ る 。 ま た ， 第 ２ キ ャ ビ テ ィ ２ ２ と 第 ３ キ ャ ビ テ ィ ２ ３ と の 間 に お け る 表 面 側 成 形
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面 ３ １ に は ， 上 記 後 方 ス リ ッ ト １ ７ を 形 成 す る た め の 後 方 仕 切 り 板 ２ ７ が 配 設 し て あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
ま た ， 図 ７ ， 図 ９ に 示 す ご と く ， 第 １ キ ャ ビ テ ィ ２ １ 及 び 第 ２ キ ャ ビ テ ィ ２ ２ と 一 対 の サ
イ ド キ ャ ビ テ ィ ２ ４ と の 間 に お け る 表 面 側 成 形 面 ３ １ に は ， 上 記 一 対 の 側 方 ス リ ッ ト １ ８
を 形 成 す る た め の 一 対 の 側 方 仕 切 り 板 ２ ８ が 配 設 し て あ る 。
ま た ， 中 間 層 と し て の 仕 切 材 を 有 す る ク ッ シ ョ ン 体 １ を 成 形 す る 場 合 に は ， こ の 側 方 仕 切
り 板 ２ ８ に 上 記 仕 切 材 を 取 り 付 け て 成 形 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
こ う し て ， 図 ７ ～ 図 ９ に 示 す ご と く ， 第 ２ キ ャ ビ テ ィ ２ ２ の 底 側 に は ， 上 記 各 仕 切 り 板 ２
６ ～ ２ ８ に よ っ て 囲 ま れ た 表 層 部 形 成 用 キ ャ ビ テ ィ ２ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た ， こ の 表
層 部 形 成 用 キ ャ ビ テ ィ ２ ５ の 底 部 ２ ５ １ は ， 上 記 第 １ 中 央 部 １ １ の 表 面 １ １ １ に 対 す る 表
層 部 １ ５ の 突 出 を 形 成 す る た め に 凹 状 に 陥 没 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
以 下 に ， 上 記 表 層 部 １ ５ を 構 成 す る 発 泡 ウ レ タ ン を 第 １ 発 泡 ウ レ タ ン と い い ， 上 記 第 １ ～
第 ３ 中 央 部 １ １ ～ １ ３ 及 び 一 対 の 側 部 １ ４ を 構 成 す る 発 泡 ウ レ タ ン を 第 ２ 発 泡 ウ レ タ ン と
い う 。
上 記 ク ッ シ ョ ン 体 １ の 成 形 に お い て は ， 上 記 第 １ 発 泡 ウ レ タ ン を 形 成 す る た め の 第 １ 原 料
， 及 び 上 記 第 ２ 発 泡 ウ レ タ ン を 形 成 す る た め の 第 ２ 原 料 を 使 用 す る 。
上 記 第 １ 原 料 及 び 第 ２ 原 料 は ， と も に ポ リ オ ー ル 原 料 と イ ソ シ ア ネ ー ト 原 料 と の 混 合 原 料
よ り な る 。 こ の 混 合 原 料 は ， ポ リ オ ー ル 原 料 樹 脂 ， イ ソ シ ア ネ ー ト 原 料 樹 脂 ， 水 ， 触 媒 及
び 架 橋 剤 等 を 混 合 し た も の で あ り ， 化 学 反 応 に よ り 発 泡 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
本 例 で は ， 第 １ 原 料 に よ り 形 成 す る 第 １ 発 泡 ウ レ タ ン の 反 発 弾 性 を ， 第 ２ 原 料 に よ り 形 成
す る 第 ２ 発 泡 ウ レ タ ン の 反 発 弾 性 よ り も 小 さ く す る た め に ， 第 １ 原 料 に 使 用 す る ポ リ オ ー
ル 原 料 樹 脂 の 分 子 量 は ， 第 ２ 原 料 に 使 用 す る ポ リ オ ー ル 原 料 樹 脂 の 分 子 量 よ り も 小 さ く す
る 。
具 体 的 に は ， 反 発 弾 性 が ５ ～ ４ ０ ％ の 第 １ 発 泡 ウ レ タ ン を 形 成 す る た め に ， 第 １ 原 料 に お
け る ポ リ オ ー ル 原 料 樹 脂 は ， 分 子 量 が ５ ０ ０ ０ 程 度 の ポ リ オ ー ル 原 料 樹 脂 と ， 分 子 量 が ３
０ ０ ～ １ ０ ０ ０ の ポ リ オ ー ル 原 料 樹 脂 と を 混 合 し た も の と し た 。 一 方 ， 反 発 弾 性 が ６ ５ ～
８ ５ ％ の 第 ２ 発 泡 ウ レ タ ン を 形 成 す る た め に ， 第 ２ 原 料 に お け る ポ リ オ ー ル 原 料 樹 脂 は ，
分 子 量 が ５ ５ ０ ０ ～ ７ ５ ０ ０ の ポ リ オ ー ル 原 料 樹 脂 と し た 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
そ し て ， ク ッ シ ョ ン 体 １ を 発 泡 成 形 す る に 当 た っ て は ， 上 記 表 層 部 形 成 用 キ ャ ビ テ ィ ２ ５
に 第 １ 原 料 を 注 入 し ， ま た ， 上 記 第 １ ～ 第 ３ キ ャ ビ テ ィ ２ １ ～ ２ ３ 及 び 一 対 の サ イ ド キ ャ
ビ テ ィ ２ ４ に 第 ２ 原 料 を 注 入 す る 。 そ の 後 ， 下 型 ３ と 上 型 ４ と を 閉 じ て ， 第 １ 原 料 及 び 第
２ 原 料 を 発 泡 さ せ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
そ し て ， 図 １ ０ ， 図 １ １ に 示 す ご と く ， 第 １ 原 料 は ， 上 記 表 層 部 形 成 用 キ ャ ビ テ ィ ２ ５ 内
で 発 泡 し て 上 記 表 層 部 １ ５ を 形 成 す る 。
ま た ， 第 ２ 原 料 は ， 第 １ ～ 第 ３ キ ャ ビ テ ィ ２ １ ～ ２ ３ 及 び 一 対 の サ イ ド キ ャ ビ テ ィ に お い
て 発 泡 し て 第 １ ～ 第 ３ 中 央 部 １ １ ～ １ ３ 及 び 一 対 の 側 部 １ ４ を 形 成 す る 。 そ し て ， 表 層 部
１ ５ と 第 ２ 中 央 部 １ ２ と の 間 は ， ウ レ タ ン 結 合 に よ り 結 合 さ れ る 。
こ う し て ， 反 発 弾 性 が ５ ～ ４ ０ ％ の 第 １ 発 泡 ウ レ タ ン よ り な る 表 層 部 １ ５ と ， 反 発 弾 性 が
６ ５ ～ ８ ５ ％ の 第 ２ 発 泡 ウ レ タ ン よ り な る 第 １ ～ 第 ３ 中 央 部 １ １ ～ １ ３ 及 び 一 対 の 側 部 １
４ と を 有 す る ク ッ シ ョ ン 体 １ を 成 形 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば ， 臀 部 付 近 か ら 加 わ る 局 所 的 に 大 き な 荷 重 に 対 し て ， 大 き な 反 発 力 が 生 じ
る こ と を 防 止 す る こ と が で き る ク ッ シ ョ ン 体 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 図 １ 】 実 施 例 に お け る ， ク ッ シ ョ ン 体 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 実 施 例 に お け る ， 図 １ の ク ッ シ ョ ン 体 に お け る Ａ － Ａ 線 矢 視 断 面 図 。
【 図 ３ 】 実 施 例 に お け る ， 図 １ の ク ッ シ ョ ン 体 に お け る Ｂ － Ｂ 線 矢 視 断 面 図 。
【 図 ４ 】 実 施 例 に お け る ， 図 １ の ク ッ シ ョ ン 体 に お け る Ｃ － Ｃ 線 矢 視 断 面 図 。
【 図 ５ 】 実 施 例 に お け る ， 他 の ク ッ シ ョ ン 体 を 示 す 図 で ， 図 １ に お け る Ａ － Ａ 線 矢 視 相 当
の 断 面 図 。
【 図 ６ 】 実 施 例 に お け る ， 振 動 吸 収 性 の 確 認 試 験 に お い て ， 周 波 数 と 振 動 減 衰 率 と の 関 係
を 示 す グ ラ フ 。
【 図 ７ 】 実 施 例 に お け る ， ク ッ シ ョ ン 体 を 成 形 す る た め の 成 形 型 を 示 す 平 面 図 。
【 図 ８ 】 実 施 例 に お け る ， 図 ７ に お け る Ａ － Ａ 線 矢 視 断 面 図 。
【 図 ９ 】 実 施 例 に お け る ， 図 ７ に お け る Ｂ － Ｂ 線 矢 視 断 面 図 。
【 図 １ ０ 】 実 施 例 に お け る ， 成 形 型 に ク ッ シ ョ ン 体 を 成 形 し た 状 態 を 示 す 図 で ， 図 ７ に お
け る Ａ － Ａ 線 矢 視 相 当 の 断 面 図 。
【 図 １ １ 】 実 施 例 に お け る ， 成 形 型 に ク ッ シ ョ ン 体 を 成 形 し た 状 態 を 示 す 図 で ， 図 ７ に お
け る Ｂ － Ｂ 線 矢 視 相 当 の 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ． ． ． ク ッ シ ョ ン 体 ，
１ １ ． ． ． 第 １ 中 央 部 ，
１ ２ ． ． ． 第 ２ 中 央 部 ，
１ ３ ． ． ． 第 ３ 中 央 部 ，
１ ４ ． ． ． 側 部 ，
１ ５ ． ． ． 表 層 部 ，
１ ６ ． ． ． 中 央 ス リ ッ ト ，
１ ７ ． ． ． 後 方 ス リ ッ ト ，
１ ８ ． ． ． 側 方 ス リ ッ ト ，
２ ． ． ． 成 形 型 ，
２ ０ ． ． ． キ ャ ビ テ ィ ，
２ １ ． ． ． 第 １ キ ャ ビ テ ィ ，
２ ２ ． ． ． 第 ２ キ ャ ビ テ ィ ，
２ ３ ． ． ． 第 ３ キ ャ ビ テ ィ ，
２ ４ ． ． ． サ イ ド キ ャ ビ テ ィ ，
３ ． ． ． 下 型 ，
４ ． ． ． 上 型 ，
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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